
























































2014 年 12 月に、京都府南部に位置する幼稚園
と保育所 2園に子供を通わせている家庭 332 世
帯を対象として、自記式質問紙法によるアン
ケート調査を行った。144世帯から回答が得られ







会の承認を得て実施した（日公 13 － 002　2014




識および行動（表 2～ 5）である。いずれも 2～
7個の選択肢から選ばせる方式とした。食の安全













































































































































































































































































































































































































答えた者も 13.1％と 8人に 1人存在した。また、
生の肉や魚を扱う箸と取り箸をいつも区別する
習慣のある割合も 68.6％と 3 人に 2 人に留まっ
た。以上の結果は、先の調査 3）とほぼ同様であ
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